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5-3 カスミサンショウウオ 

5-3-1 調査概要 

カスミサンショウウオの産卵期である 3 月に事業区域及びその周辺を踏査し、卵嚢を主と

する確認調査を実施しました。また、移殖地の環境整備を本種の調査前に実施しました。 

 

5-3-2 調査年月日及び調査内容 

調査年月日及び調査内容は、表 5-3-1に示したとおりです。 

 

表 5-3-1 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成 27年 1月 26日 環境整備（水路整備、除草） 

平成 27年 3月 9日 

平成 27年 3月 19日 

平成 27年 3月 30日 

卵嚢、成体確認調査 

 

5-3-3 調査場所 

調査は事業区域のうち未造成区域であるⅢ期工事区域及び周辺としました。調査場所は図

5-3-1に示したとおりです。 

 

5-3-4 調査方法 

昨年まで実施した調査で卵嚢等を確認した地域を中心に踏査し、卵嚢や成体の確認を行い

ました。卵嚢等を確認した場合は、確認地点の位置、卵嚢数、卵数、水温、ｐＨ、産卵地の

状況等について記録しました。 
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5-3-5 調査結果 

卵嚢・成体の調査結果及び確認地点の水質等は表 5-3-2 に、確認地点は図 5-3-2 に示した

とおりです。また、確認した卵の発生段階の推移は表 5-3-3に示したとおりです。 

なお、卵の発生段階については、「トウホクサンショウウオ発生段階図」（資料参照）を準

用し、現地で判定したものを記載しました。 

今回の調査では、2地点（地点 A、B）において計 13対と半対 2（28卵嚢）を確認しました。

1卵嚢あたりの卵数は 34～121卵で、1対あたりでは平均 132.29卵でした。 

卵嚢確認地点は、放棄水田や溝等の水溜りで、水質は調査時の水温が 9.4～13.4℃、ｐＨ

が 6.3～6.4、水深は 2～7cm でした。成体については、今回の調査では確認できませんでし

た。 

平成 10 年 11 月に新たに移殖地として整備し、卵嚢を移殖した移殖地Ａ～Ｃについては、

移殖地Ａの水路で 9 個（16卵嚢）を、移殖地Ｂの水路で 6 個（12 卵嚢）を確認しましたが、

移殖地Ｃの水溜りでは確認されませんでした。移殖地Ｃにおける産卵地及びその周辺の環境

は、産卵を確認した平成 20年度のそれと大きな変化はみられませんでした。 

これら移殖地で確認した卵嚢が移殖（卵嚢）個体による産卵か、以前よりこれらの場所を

産卵地として利用している個体が産卵したものかについては区別できませんでした。 

また、地点 D では、調査を開始した 3月 9 日より以前にコンクリート水路の水田灌水前の

清掃がなされたようで、水路内の枯葉等の沈殿物がほぼ全量除去されており、産卵する卵嚢

を固定物に付着する習性があるカスミサンショウウオの産卵環境が大きく乱される結果とな

っており、この地点での卵嚢確認はありませんでした。 

なお、これまでの事後調査におけるカスミサンショウウオの確認状況を表 5-3-4 に示しま

した。 

調査の状況及び卵嚢確認状況等は、写真 2-5-1～21に示しました。 
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表 5-3-2 カスミサンショウウオ調査結果 

調査年月日 地域 卵No 成体数 対 (卵嚢数) 卵数 全卵数
(うち
死卵数)

水温
（℃）

ｐＨ
水深
（cm）

地点状況及び
底質の状況

発生
段階

平成27年3月9日 A A-01 0 1 2 88 87 175 0 4 D

A-02 0 1 2 60 69 129 0 4 D

A-03 0 1 2 62 43 105 0 4 C-D

A-04 0 1 2 108 72 180 0 4 D

A-05 0 0.5 1 69 69 0 4 A

A-06 0 1 2 28 33 61 0 3 A

B B-01 0 1 2 74 78 152 0 7 A

B-02 0 1 2 82 63 145 0 6 A

B-03 0 1 2 63 54 117 0 5 A

平成27年3月19日

A A-07 0 0.5 1 42 42 39 11.3 6.4 5
斜面下素掘り水
路、落葉枝多い、
泥質

D-E

B B-04 0 1 2 61 54 115 0 4 A

B-05 0 1 2 69 54 123 0 6 A

B-06 0 1 2 84 72 156 0 4 A

平成27年3月30日 A A-08 0 1 2 34 49 83 6 2
斜面下素掘り水
路、落葉枝多い、

D

A-09 0 1 2 79 121 200 6 2 B-C

12.1 6.3
素掘り水路、落葉
多い、泥質

13.4 6.4

斜面下素掘り水
路、落葉枝多い、
泥質

9.4 6.4

10.1 6.3
素掘り水路、落葉
多い、泥質

 

 

表 5-3-3 確認した卵嚢の発生段階の推移 

平成27年3月9日 平成27年3月19日 平成27年3月30日

A A-01 D D-E D-E

A-02 D D-E D-E

A-03 C-D D-E D-E

A-04 D D-E D-E

A-05 A 発生進まず 発生進まず

A-06 B-C B-C C-D

A-07 － D-E D-E

A-08 － － D

A-09 － － B-C

B B-1 A A-B 発生進まず

B-2 A B-C 発生進まず

B-3 A 発生進まず 発生進まず

B-4 － A 発生進まず

B-5 － A 発生進まず

B-6 － A 発生進まず

C

D

E

F 卵嚢確認なし

卵嚢確認なし

№ 卵№
調査年月日

卵嚢確認なし

卵嚢確認なし

 
注：表中の発生段階の説明は資料編の「トウホクサンショウウオ発生段階図参照」 











  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 資 料 編 ＞ 

      1  トウホクサンショウウオ発生段階図 

      2  調査状況等写真 

       2-1 水 質 

       2-2 特筆すべき植物(コクラン) 

       2-3 特筆すべき動物(オオタカ､ハイタカ､チョウゲンボウ) 

       2-4 特筆すべき動物(コアジサシ､オオヨシキリ､チュウサギ､サンコウチョウ) 

       2-5 特筆すべき動物(カスミサンショウウオ) 

添付 水質調査結果 計量証明書(写し) 

 


